
4 2022
No. 193

新型コロナワクチン接種…４　子どもの定期予防接種…６　高齢者用肺炎球菌・風しん予防接種…８　健新型コロナワクチン接種…４　子どもの定期予防接種…６　高齢者用肺炎球菌・風しん予防接種…８　健
康だより…９　康だより…９　あれこれ南房総…10あれこれ南房総…10　エコ☆ニュース 住宅用省エネ設備等の設置費用補助…11　　エコ☆ニュース 住宅用省エネ設備等の設置費用補助…11　生ごみ生ごみ
処理機等の購入補助…12　処理機等の購入補助…12　合併処理浄化槽の設置費用補助…13　頑張る人・企業を応援します…14　地合併処理浄化槽の設置費用補助…13　頑張る人・企業を応援します…14　地
域資源・環境保全・バイオマス補助金制度…16　南房総市職員人事異動…17　住民税非課税世帯等に対域資源・環境保全・バイオマス補助金制度…16　南房総市職員人事異動…17　住民税非課税世帯等に対
する臨時特別給付金…18　南房総市の民話…18　チーさな島国より…19　今月の掲示板…20　めっけする臨時特別給付金…18　南房総市の民話…18　チーさな島国より…19　今月の掲示板…20　めっけ
たぁ‼おらがの文化財…22たぁ‼おらがの文化財…22

南房総市移住・定住プロモーション南房総市移住・定住プロモーション
｢ロゴマーク｣｢ブランドメッセージ｣が完成…２｢ロゴマーク｣｢ブランドメッセージ｣が完成…２



2 2022年 4月号

な
が
ら
、
移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
た
情
報

発
信
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

　
南
房
総
市
の
多
様
な
自
然
の
中
で
の
暮
ら

し
を
一
言
で
表
し
た“
七
色
の
自
然
に
暮
ら

す
”と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
と
に
、
南
房
総

市
な
ら
で
は
の
自
然
の
要
素
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
ロ
ゴ
を
構
成
し
ま
し
た
。

　
外
房
に
昇
る
朝
日
と
内
房
に
沈
む
夕
日
を

太
陽
の
モ
チ
ー
フ
で
表
現
し
、
南
房
総
市
の

玄
関
で
あ
り
特
徴
的
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
伊

予
ヶ
岳
と
富
山
の
ほ
か
、
外
房
と
内
房
そ
れ

ぞ
れ
の
波
を
配
置
。
ま
た
、
南
房
総
市
の
景

色
を
彩
る
キ
ン
セ
ン
カ
や
稲
穂
を
モ
チ
ー
フ

に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

移
住
定
住
に
向
け
た

情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す

　
市
の
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る｢

子
育
て
世

代
の
増
加｣

に
向
け
た
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
く
た
め
、
移
住
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

用
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ｢

七

色
の
自
然
に
暮
ら
す｣

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
南
房
総
市
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
暮
ら

し
や
子
育
て
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
意
図

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
共
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分

析
や
全
３
回
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経

て
完
成
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

　
市
で
は
今
後
、
本
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し

七
色
の
自
然
に
暮
ら
す

南
房
総
市
移
住
・
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」「
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
」が
完
成
し
ま
し
た

ブランドメッセージバージョン

市名バージョン

①�太陽→外房（太平洋）の朝日と内房（東京湾）
の夕日をイメージ。モチーフカラーはさん
さんと降り注ぐ光の「サニーイエロ―」。

②�富山（とみさん）→伊予ヶ岳と並ぶ南房総
市の玄関。２つの峰からなる双耳峰が特
徴。「南総里見八犬伝」の舞台。モチーフカ
ラーは照葉樹の「若葉グリーン」。

③�伊予ヶ岳→富山と並ぶ南房総市の玄関。
関東百名山の一つ。千葉県内で唯一「岳」
がつく山。モチーフカラーは常緑の「里山
グリーン」。

④�カレンデュラ（キンセンカ）→温暖な南房総
市の早春を彩る露地花畑の代表的な作物。
生産量日本一。モチーフカラーは「花畑オ
レンジ」。

⑤�稲穂→市内共通の癒しの田園風景。「三芳
蛍まい」は有機栽培のブランド米。南房
総市の学校給食は完全米飯。モチーフカ
ラーは「稲穂ゴールド」。

⑥�さざ波→内房（東京湾）の穏やかなさざ波。
モチーフカラーは「さざ波ブルー」。

⑦�荒波→外房（太平洋）のパワフルな波。モ
チーフカラーは「サーフブルー」。

各デザインモチーフ
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向
の
ロ
ゴ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

④
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ�

２
日
目

　

｢

自
然｣｢

多
様
性｣｢

未
来｣

か
ら
想
起
で
き

る
ロ
ゴ
と
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

再
び
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
者
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
を
改
良
し
ま
し
た
。

⑤
選
択
投
票

　

改
良
し
た
ロ
ゴ
の
中
か
ら｢

良
い｣

と
思
っ

た
も
の
を
２
つ
選
ん
で
順
番
を
つ
け
ま
し
た
。

⑥
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ�

３
日
目

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
投
票
の
結
果
発

表
お
よ
び
統
括
を
行
い
、
追
加
コ
メ
ン
ト
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

⑦
追
加
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
最
終
調
整

　

｢

親
し
み
や
す
い
、
優
し
さ
を
感
じ
る
書
体

が
い
い｣｢

モ
チ
ー
フ
描
写
を
精
細
に
」な
ど
の

意
見
を
も
ら
い
、
ロ
ゴ
の
最
終
調
整
を
行
い

ま
し
た
。

⑧
ロ
ゴ
マ
ー
ク
完
成
！

　

｢

一
緒
に
南
房
総
市
を
良
く
し
て
い
こ
う｣

｢

盛
り
上
げ
よ
う｣

と
い
う
思
い
を
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
、
作
り
上
げ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
完

成
し
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
で
き
る
ま
で

①
南
房
総
市
に
関
す
る
調
査
研
究

　
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
、
南
房

総
市
の
職
員
を
対
象
に
し
た
新
規
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
魅
力
や
情
報
、
ア

イ
デ
ィ
ア
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
集
ま

り
ま
し
た
。

②
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ�

１
日
目

　
１
回
目
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

｢

今
の
南
房
総
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
？｣｢

南
房

総
市
の
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
を
想
像
し
て
ど

ん
な“
ま
ち
”に
な
っ
て
欲
し
い
？｣

な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

③
ロ
ゴ
と
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
開
発

　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
で
出
た
意
見
を

分
析
し
、｢

自
然｣｢

多
様
性｣｢

未
来｣

の
３
方

移
住･

定
住
情
報
サ
イ
ト

オ
ー
プ
ン

　

市
の
移
住
・
定
住
に
関
す
る
情
報
に
特

化
し
た
公
式
サ
イ
ト
と
し
て｢

南
房
総
市
移

住
・
定
住
情
報
サ
イ
ト
／
七
色
の
自
然
に

暮
ら
す｣

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

本
サ
イ
ト
で
は
、
南
房
総
市
で
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
制
作
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
の
配
信
、
移
住
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
紹
介
、
南
房
総
市
の
移
住
ガ
イ
ド
情

報
と
し
て
７
地
区
の
紹
介
、
医
療
、
学
校
お

よ
び
各
種
支
援
制
度
な
ど
の
情
報
を
一
元
化

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
本
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
都
市

部
の
移
住
関
心
層
に
向
け
て
、
積
極
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

石井市長や市PTA連絡協議会長、市公認プロ
モーターのほか、公募枠から地元住民、移住
者、二地域居住者など計25人が参加しました。

公開しているプロモーション動画

｢南房総市移住・
定住情報サイト／
七色の自然に暮ら
す｣ＱＲコード



4 2022年 4月号

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

付
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
南
房
総
市

で
発
行
さ
れ
た
接
種
券
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
交
付
さ
れ
る
接
種
済

証
や
接
種
記
録
書
は
、
紛
失
し
な
い
よ
う
、

保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
、
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
、
感
染
予
防
対
策

の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
を
予
防
す
る
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は

１
０
０
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ウ
イ

ル
ス
の
変
異
に
よ
る
影
響
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
後
も
、

感
染
予
防
対
策
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
３
つ
の
密（
密
集
・
密
接
・

密
閉
）」の
回
避
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
石
け
ん

に
よ
る
手
洗
い
や
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
消
毒
の
励
行
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
健
康
推
進
課

	

☎
36	

―	

１
１
５
４

※	

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦	

接
種
履
歴
が
わ
か
る
書
類（
接
種
済
証
・

接
種
記
録
書
な
ど
）

申
請
場
所（
窓
口
）

　
健
康
推
進
課（
三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
内
）、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

申
請
場
所（
郵
送
）

　
〒
２
９
４	

―	
０
８
１
３

　
南
房
総
市
谷
向
１
０
９	
―	

１

　
南
房
総
市
健
康
推
進
課

接
種
券
発
送

　
申
請
か
ら
1
か
ら
２
週
間
程
度
で
、
住
民
票

所
在
地
に
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。
お
急
ぎ
の

方
は
、
健
康
推
進
課（
☎
29	

―	

５
８
４
２
）へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
２
回
目
の
接
種
後

６
か
月
経
過
し
て
い
な
い
場
合
は
、
追
加
接
種

の
対
象
と
な
る
６
か
月
経
過
に
送
付
し
ま
す
。

南
房
総
市
か
ら
転・
・出
し
た
方
へ

　
転
出
し
た
後
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る

場
合
は
、
転
出
先
の
自
治
体
で
接
種
券
の
交

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
安
房
郡

市
内
の
実
施
医
療
機
関
で
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
追
加（
3
回
目
）接
種
の
接
種
券
は
、
2
回

目
接
種
日
か
ら
6
か
月
経
過
後
に
順
次
送
付

を
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

予
約
・
接
種
が
可
能
で
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
接
種
券
送
付

時
に
同
封
し
て
い
る
案
内
を
ご
確
認
の
上
、

予
約
・
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

転
入
や
転
出
を
し
た
場
合
は
接

種
券
交
付
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
に
は
、

住
民
票
所
在
地
で
発
行
さ
れ
た
接
種
券
が

必
要
で
す
。

南
房
総
市
へ
転・
・入
し
た
方
へ

　
南
房
総
市
に
転
入
後
、
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
接
種
券
発
行
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

発
行
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◦
接
種
券
発
行
申
請
書
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予防接種で病気を防ごう予防接種で病気を防ごう
～令和４年度　子どもの定期予防接種～～令和４年度　子どもの定期予防接種～

　予防接種を受けることで、病気にかかることを防ぐだけではなく、周囲の人への次の感染を防ぎ、その
病気が流行することを防ぐことにもつながります。

	健康推進課　
　�☎36－1154

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種期間・間隔 定期接種の対象年齢

ロタウイルス
感染症

ロタリックス ２回 生後２か月になったら27日以上の間隔
で２回、初回接種は出生14週６日まで

出生６週０日後から出生
24週０日後までの間

ロタテック ３回 生後２か月になったら27日以上の間隔
で３回、初回接種は出生14週６日まで

出生６週０日後から出生
32週０日後までの間

Ｂ型肝炎 ３回
生後２カ月になったら27日以上の間
隔で２回、３回目は１回目から139日
（20週）以上あけて接種

１歳未満

ヒブワクチン（※１）
初回：３回
追加：１回

初回：27日～56日の間隔で３回
追加：初回３回目終了後、
　　　７～13か月の間に１回

生後２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌（※１）
初回：３回
追加：１回

初回：27日以上の間隔で３回
追加：初回３回目終了後、
　　　60日以上かつ１歳以上に１回

生後２か月～５歳未満

四種混合（ジフテリア・百日
せき・破傷風・ポリオ）（※２）

初回：３回
追加：１回

初回：20日～56日の間隔で３回
追加：初回３回目終了後、
　　　１年～１年半の間に１回

生後３か月～
７歳６か月未満

二種混合（ジフテリア・破傷
風）２期 １回 小学６年生 11歳～13歳未満

ＢＣＧ １回 ５か月～８か月未満 １歳未満
麻しん風しん混合　１期 １回 １歳になったら早めに １歳～２歳未満
麻しん風しん混合　２期 １回 ４月から６月に１回 小学校就学前１年間

水痘
初回：１回
追加：１回

初回：１歳～１歳３か月に１回
追加：初回終了後、
　　　６か月～１年の間に１回

１歳～３歳未満

日本脳炎　１期（※３）
初回：２回

追加：１回

初回：３歳になったら６日～28日の
　　　間隔で２回
追加：初回２回目終了後、概ね１年後

に１回

生後６か月～
７歳６か月未満

日本脳炎　２期（※４） １回 ９歳 ９歳～13歳未満

日本脳炎特例対象者　１期
（※５）

初回：２回
追加：１回

初回：６日～28日の間隔で２回
追加：初回２回目終了後、
　　　概ね１年後に１回

20歳未満

日本脳炎特例対象者　２期 １回 １期追加終了後、概ね５年後 20歳未満

ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）
ワクチン ３回

中学１年生の女子
＜サーバリックス（２価）＞
２回目：１回目の接種から１か月以上
３回目：１回目の接種から６か月以上
＜ガーダシル（４価）＞
２回目：１回目の接種から２か月以上
３回目：１回目の接種から６か月以上

小学６年生～高校１年生
相当の女子

キャッチアップ接種
平成９年４月２日から平
成18年４月１日までに
生まれた女子（※６）
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【予防接種を受ける前に知っておいてほしいこと】
１．「予防接種対象年齢にあるか」「接種間隔は大丈夫か」自分でも確認をしましょう。
２．予約をして、体調がよいときに接種しましょう。３７度５分以上の熱があるときは受けられません。南

房総市の予診票と母子健康手帳を持参しましょう。（母子健康手帳の「予防接種の記録」は唯一の証明に
なるので大切に保管しましょう。）

３．里帰りや療養などで市外の医療機関（千葉県内定期予防接種の相互乗り入れ事業以外）で予防接種を希
望する場合は、事前に健康推進課へ連絡してください。依頼書を医療機関へ送付します。

４．長期にわたる疾患で定期接種を受けられなかった場合、接種対象年齢を過ぎても定期接種が実施でき
るようになりました。詳しくは健康推進課まで問い合わせてください。

５．定期接種によって重篤な健康被害が生じた場合は、予防接種法に基づく補償を受けることができます。
また、任意接種による場合は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法により受けることができます。
詳しくは予防接種を受けた医師または健康推進課へ相談してください。

６．南房総市外に転出した場合、南房総市の予診票で接種することはできません。転出先の自治体に問い
合わせてください。

【日本脳炎ワクチンの供給について】
　令和３年度は、日本脳炎ワクチンの供給不足により４回接種のうち、１期初回（１回目および２回目）と
定期接種として受けられる年齢の上限に近い方が優先されていましたが、令和４年度以降は、ワクチンの
安定的な供給が見込まれることから、全接種対象者の接種が可能となります。令和４年４月以降、しばら
くは接種希望が集中し、予約が取りにくくなる可能性がありますが、お子さんの年齢を考慮した予約時期
については、接種医療機関へご相談ください。定期予防接種として受けられる年齢を過ぎた場合は、公費
接種の対象にはなりません。
＜令和３年度にワクチン供給量不足のため、個別通知差し控えとなった人への個別通知＞
　令和４年３月末に個別通知しました。
　◦１期追加（平成３０年４月２日生まれ～平成３１年４月１日生まれ）
　◦２期（平成２４年４月２日生まれ～平成２５年４月１日生まれ）
＜令和４年度の日本脳炎対象者への個別通知＞
　◦１期初回・追加：２歳１１か月
　◦２期：８歳１１か月
　◦特例対象者：高校３年生相当（平成１６年４月２日生まれ～平成１７年４月１日生まれ）

（※１）開始する月齢により接種回数は変わります。
（※２）	三種混合で接種を勧めている人で、４回接種していない人は、健康推進課まで連絡してください。

三種混合が終了していて、ポリオが終了していない方は早めにポリオを接種しましょう。
（※３）	希望があれば生後６か月から定期接種として受けることができます。３歳未満で接種を希望され

る場合は、必要な予診票を送付しますので健康推進課まで連絡してください。
（※４）	 		平成19年４月２日から平成21年10月１日生まれの人は、日本脳炎の差し控えの影響を受けたた

め、９歳から13歳未満であれば、日本脳炎１期も定期接種として受けられます。希望者は健康推
進課まで連絡してください。

（※５）		 	平成17年度から平成21年度にかけて、積極的勧奨が差し控えられていましたが、その後、新たな
ワクチンが開発され、接種を受ける機会を逃した人（平成７年４月２日から平成19年４月１日生
まれ）を特例対象者として、20歳未満までは無料で接種を受けられます。“全４回の接種”を途中ま
でしか受けていない場合は、不足分の予防接種ができますので、希望者は健康推進課まで連絡し
てください。

（※６）		 	積極的勧奨の差し控えにより、接種機会を逃した人で希望する場合は、令和４年度から６年度ま
で定期予防接種として実施できます。対象となる人には個別通知します。
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令和４年度
対象者

今までに肺炎球菌予防接種（２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を受けたことが
ない人で、次の①～③のどれかに該当する人
①令和５年３月31日現在で65歳になる人
②令和５年３月31日現在で70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる人。
③60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓、若しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障害を有する人（ただし身体障害者手帳１級の人）

接種回数 １回

接種料金
○医療機関が定める予防接種料金から、市が助成する１，５００円を引いた額を支払います。
〇市から送付された予診票を医療機関に持参しない場合は、助成の対象となりません。
○生活保護世帯の人は、生活保護受給者証明書を医療機関の窓口に提出した場合、自己負
担はありません。（証明書の発行は社会福祉課（☎３６－１１５１）へ連絡してください）

接種期間 令和４年４月１日から令和５年３月31日
接種場所 市が指定する医療機関（申込み後に通知します）

令和４年度　高齢者用肺炎球菌予防接種費用を助成します
　健康推進課　☎36－1154

　はじめて接種する肺炎球菌ワクチンの一部に費用の助成があります。助成額は医療機関で接種する費用
のうち１，５００円です。

　妊娠中の女性が風しんに感染
するのを予防するため、予防接
種の費用助成を実施します。
対象者／南房総市に住民登録が
あり、接種日に２０歳から５０歳
未満の人で、①妊娠を予定・希
望している女性、②妊婦の夫。ただし、「風しんにか
かったことがある人」「風しんの予防接種歴がある人」
「風しんの予防接種第５期の対象者」は対象外です。
助成金額
◦ＭＲ（麻しん・風しん混合ワクチン）　５,０００円
◦風しん単独ワクチン　３,０００円
助成の期間／令和４年４月１日から令和５年３月31日
まで接種した人
接種医療機関／市が指定する医療機関（市のホーム
ページに掲載しています。）
助成方法／接種を希望する人は、市から予診票を発
行しますので、健康推進課へお申し込みください。（市
から送付された予診票を使用して医療機関で実施し
なかった場合は助成の対象とはなりません）助成は１
人１回のみです。

　 　健康推進課　☎３６－１１５４

　風しんの予防接種の機会がなかった、昭和37年４
月２日から昭和54年４月１日までに生まれた男性を対
象に、風しん抗体検査と風しん第５期の定期予防接
種を令和６年度まで実施します。
対象者
受け方／まず、実施医療機関等で風しん抗体検査を
受けます。抗体検査の結果、抗体が低い場合は予防
接種を受けてください。いずれの場合も、クーポン券
を利用すれば料金は無料です。
実施機関／全国の実施医療機関など（クーポン券が使
える実施医療機関は厚生労働省ホームページで確認
できます。抗体検査は医療機関のほか、特定健診や
事業所健診で受けることができます。）
クーポン券／対象となる人には令和元年度、令和２
年度にクーポン券を発行しています。クーポン券に
記載してある有効期限を過ぎても、令和５年３月末
日までと読み替えて使用できます。
　クーポン券が手元にない場合は、
再発行できます。

　 　健康推進課
	 ☎３６－１１５４

※	上記対象者①の人には４月下旬に予診票を送付します（接種を希望する人は健康推進課への申し込みは不
要です）。また、上記対象者②および③の人は健康推進課へ申し込みが必要です。また、③に該当する人
は事前に「高齢者用肺炎球菌予防接種希望申込書（60歳～ 65歳未満）」による申込みが必要です。健康推進
課、市民課、朝夷行政センターおよび各地域センターで申請してください。

風しんの抗体検査・風しん第５期の
定期予防接種

成人への風しん予防接種の費用を
助成します

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成
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健康推進課健康推進課 36-115436-1154
総合検診（集団検診）

各種検診
※検診車による巡回検診（肺がん検診・結核検診）は実施体制について現在検討中です。

1．年齢は、令和5年3月31日時点の年齢です。
2．既に検診の登録をしている人には、検診時期が近くなりましたら検診案内（受診票など）を送ります。
3．乳がん検診、子宮頸

けい

がん検診（施設）は、医療機関によって検診期間が変更になる場合があります。
4．子宮頸

けい

がん検診（検診車で実施する集団検診）は午前中に2地区を巡回します。
5．次の人は健康推進課に連絡してください。
	 （1）がん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診を希望する人で、登録申し込みをしていない人。
	 （2）子宮頸

けい

がん検診・乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮頸
けい

がん検診の車（集団）検診と施設検診を変更したい人。
	 （3）生活保護を受給している40歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人。
	 （4）後期高齢者健康診査を希望する人で、昨年度未受診の人。
6．新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予告なく延期または中止になることがあります。

令和4年度 健診（検診）日程令和4年度 健診（検診）日程

  フレッシュ健康診査 特定健康診査 後期高齢者
健康診査 胃がん検診 前立腺がん

検診
肝炎ウイルス
検診

肺がん検診・
結核検診

対象者
20～ 39歳の
南房総市国民
健康保険加入者

40～74歳の
南房総市国民
健康保険加入者

後期高齢者
医療制度加入者

40歳以上の
男女

50歳以上の
男性

過去に市の検診で
受けたことがない
40歳以上の男女

40歳以上の男
女・65歳 以上
の男女

料　金 600円 600円 無料 1,000円 400円 500円 無料
富　浦 とみうら元気倶楽部　　　　　　

◦	総合検診は左記の会場を予定しておりますが、新型コロナウイルス感染
症の対応に伴い実施体制について現在検討中です。
◦	施設健診（フレッシュ健康診査・特定健康診査・後期高齢者健康診査）は
8/16（火）～1/31（火）まで指定の医療機関で実施します。
※別途、受診日時の予約が必要な健診（検診）があります。

富　山 富山ふれあいスポーツセンター　　
三　芳 三芳保健福祉センター　　　　　　
白　浜 白浜コミュニティセンター　　　　
千　倉 千倉保健センター　　　　　　　　
丸　山 丸山体育館　　　　　　　　　　
和　田 和田地域福祉センターやすらぎ　　

  大腸がん検診 骨粗しょう症検診 子宮頸
けい
がん検診 乳がん検診 成人歯科

検診集団検診（車） 施設検診 エコー マンモグラフィ

対象者 40歳以上の男女
35･40･45
50･55･60

65･70歳の女性
20歳以上の女性 30～ 49歳

までの女性
50歳以上
の女性

40・50・
60・70歳
の男女

料　金 300円 300円 800円 1,400円 700円 900円 900円

富　浦
とみうら元気倶楽部 事

前
に
申
し
込
ん
だ

医
療
機
関

事
前
に
申
し
込
ん
だ

医
療
機
関

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

6月27日（月）
　　28日（火）

10月20日（木）
午前

6月21日（火）
午前

富　山
富山ふれあいスポーツセンター

6月6日（月）
　　7日（火）

10月20日（木）
午後

6月21日（火）
午後

三　芳
三芳保健福祉センター

7月6日（水）
　　7日（木）

10月21日（金）
午前

6月21日（火）
午前 ◦

貴
家
医
院
　
◦
清
川
医
院

◦
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

◦
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

◦
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院
た
て
や
ま

◦
亀
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山

◦
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

◦
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

◦
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

白　浜
白浜コミュニティセンター

6月8日（水）
　　9日（木）

10月21日（金）
午後

7月8日（金）
午後

千　倉

千倉保健センター
6月13日（月）
　　14日（火）
　　15日（水）

10月24日（月）
午前・午後

7月8日（金）
午前

丸　山
丸山体育館

7月4日（月）
　　5日（火）

10月25日（火）
午前

丸山地区では
実施しません

和　田
和田地域福祉センターやすらぎ

6月1日（水）
～ 2月28日（火）

6月1日（水）
～ 1月31日（火） 

9月1日（木）
～

12月28日（水）
6月29日（水）
　　30日（木）

10月25日（火）
午後

7月8日（金）
午前
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（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
平
舘

区（
千
倉
地
区
）の
山
車
人
形
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
新
調
に
よ
り
地
域
の
夏
祭
り
の

継
続
・
発
展
に
寄
与
し
、
今
後
も
祭
礼
を

核
と
し
た
地
域
の
文
化
や
愛
着
心
、
き
ず

な
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
お
よ
び
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
）の
収
益
金
は
、
県
内
の
販
売
実
績
な
ど

に
応
じ
て
、
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
市
町

村
振
興
協
会
を
通
じ
、
各
市
町
村
に
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
そ
の
収
益
金
を
活
用
し
て
、
災

害
用
応
急
物
資
の
購
入
や
図
書
館
図
書
の

購
入
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

　

４
月
１
日
付
け
で
６
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。(

長
年
委
員
を
務

め
ら
れ
た
御
子
神
幸
藏
委
員
・
早
川
紀
子

委
員
が
退
任
さ
れ
、
川
名
和
則
委
員
・
金

房
努
委
員
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。)

　

市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
17
名

の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
、
人
権
啓
発
活

動
に
従
事
し
、
人
権
相
談
、
市
内
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
人
権
教
室
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
人
権
相
談
で
は
、
家
庭
内
の
暴
力
、
い
じ

め
、
差
別
な
ど
、
幅
広
い
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。(

相
談
無
料)

　
市
民
課　
☎
33
―
１
０
５
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

平
舘
区
の
山
車
人
形
を
購
入

市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収
益
金

を
市
の
事
業
に
活
用

今月の表紙
吉井農村公園の桜と水車小屋

　この水車小屋は昭和６年頃まで動いていたそうで
す。その後、老朽化により動かなくなり、平成８年
にハイキングコースの整備の際に同公園がつくられ、
公園のシンボルとして復活しました。
　その後、再び老朽化が進み平成２４年まで停止し
ていましたが、平成２７年に南房総市の友好都市で
ある武蔵野市が中心となり、交流市町村協議会の「ふ
るさとは美しく」のモデル事業として復活しました。 満開の桜と水車小屋が風情を感じます。

川名和則委員
（三芳地区）

水島純雄委員
（和田地区）

庄司節子委員
（和田地区）

金房努委員
（白浜地区）

仲山道子委員
（富山地区）

安西和彦委員
（三芳地区）

【
新
任
】

【
再
任
】
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　太陽光発電等により発電した電力または夜間電力を蓄えて、必要に応じて電気を活用できます。停電
時や災害時にも電気が使用できるので非常時にとても役立ちます。
※太陽光発電設備が既に設置されているか、一緒に設置することが必要です。

　集熱器で太陽の熱を集めて給湯や空調に利用します。集熱方式が「自然循環型」のものは対象外です。

　断熱性の低い窓から高断熱の窓へ改修することで、夏場の熱の流入や冬場の熱の流出を防ぎます。

◦住宅用太陽光発電設備及びV2H充放電設備を併設の場合、補助額上限１５万円
◦住宅用太陽光発電設備のみ併設の場合、補助額上限１０万円
　車に搭載したバッテリーに貯めた電気でモーターを動かして走行し、走行時に
は排気ガスを全く出しません。

　家庭用電源から電気自動車（EV）に充電するだけでなく、電気自動車に蓄えた電力を家庭用電源として
も使用できる設備です。

　ここに掲載した内容は概要であり、ほかにも補助金交付の条件があります。詳しくは、市ホーム
ページに掲載している要綱などをよくご確認ください。また、住宅用太陽光発電設備への補助はな
くなりました。今後、県が実施する共同購入事業による購入をご検討ください。

◦停電時自立運転機能「あり」「なし」により補助額上限１０万円または５万円
	 ＬＰガスなどから取り出した水素と空気中の酸素を反応させて発電します。	
その際に発生する熱でお湯を沸かします。

受付期間：令和４年４月１日（金）～令和５年１月16日（月）※予算がなくなり
　次第終了�

　下記の補助対象設備を、本人が居住する戸建住宅に新設する場合、「住宅用設備等脱炭素化促進事業
補助金」を交付します。各設備とも設置前（工事着工前）の申請が必要です。
※昨年度までの「住宅用省エネルギー設備設置費補助金」から一部補助メニューの変更があります。

南房総市住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金

住宅用省エネ設備等の設置費の一部を補助します！

◆定置用リチウムイオン蓄電システム◆定置用リチウムイオン蓄電システム　　　　補助額上限７万円補助額上限７万円　　

◆家庭用燃料電池システム（エネファーム）◆家庭用燃料電池システム（エネファーム）

◆太陽熱利用システム　　◆太陽熱利用システム　　補助額上限５万円補助額上限５万円　　

◆窓の断熱改修　　◆窓の断熱改修　　補助額上限８万円（補助率１/4 ）補助額上限８万円（補助率１/4 ）　　

◆電気自動車（ＥＶ）　◆電気自動車（ＥＶ）　

◆Ｖ２Ｈ充放電設備　　◆Ｖ２Ｈ充放電設備　　補助額上限２５万円（補助率１/10 ）補助額上限２５万円（補助率１/10 ）　　

『美しい海　南房総は　おらが自慢 』
【今月の環境標語】

令和３年度環境標語コンテスト　最優秀賞
一　般　小

こ じ ま
島　政

せ い じ ろ う
次郎 さんの作品

161161
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　市では、令和３年度に引き続き、令和４年度も家庭から出る生ごみの減量化および再利用の推進を
目的として、生ごみ処理機等の購入費補助を行います。

【対象者】
　　①南房総市在住の方
　　②	生ごみ処理機等で処理したものを適切に利用または処分

できる方
　　③市税などの滞納が無い方
　　④	生ごみ処理機等を他人に譲り渡したりせず、良好な状態

で管理できる方
　　⑤必要に応じて利用状況の報告ができる方

【補助金額】
　　生ごみ処理機…販売価格の４／５	（上限１００，０００円）
　　生ごみ処理容器…販売価格の４／５	（上限５，０００円）
　　※販売価格は消費税相当額を含む。また、１００円未満は切り捨て。

生ごみ処理機等の購入費の一部を補助します！

①	お店で生ごみ処理機や生ごみ処理容器を購入。購入時に、必ず領収書をもらってください。販
売店や支払方法によっては領収書が出ない場合がありますので、購入前に販売店にご確認くだ
さい。領収書が無い場合は補助の対象になりません。
　　※購入後での申請を受け付けます。ただし、確認資料として領収書の添付が必要となります。
　　※ネットオークションやフリマアプリを利用した個人間の売買は対象外となります。

②ご自宅に設置した状況および使用している状況の写真撮影。	

③申請書に添付する資料の確認
　◦購入した生ごみ処理機等のカタログもしくはホームページを印刷したもの。
　◦領収書（購入した日付、購入者の氏名、商品名、販売店などが記載されているもの）
　◦②で撮影した写真

④申請書・請求書等の提出
　申請書などの様式は、環境保全課（市役所本庁）、朝夷行政センターおよび各地域センターでお
渡しできます。また、市のホームページからダウンロードすることができます。
提出先／環境保全課	、朝夷行政センターおよび各地域センター

◦令和４年４月１日以降に購入したものが対象となります。
◦ 申請書の受付期間（市が指定する日）は、令和５年２月２８日までです。

ただし、予算が無くなり次第終了します。
注意！注意！

手続きの流れ
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　市では南房総の海や川の水質汚濁を防ぐため、単独処理浄化槽または
くみ取り便所から合併処理浄化槽に付け替える人に設置費用の一部を補
助しています。単独処理浄化槽やくみ取り便所をお使いの方で、合併処
理浄化槽への付け替えを予定している方は、ぜひご活用ください。
　なお、令和４年度は、補助金額の引き上げや単独処理浄化槽またはく
み取り便所から合併処理浄化槽に転換する際の撤去費及び宅内配管工事
費（建替えなどを除く。）を新たに補助対象に加えるなど補助金制度を拡
充し、SDGsのかかげる目標の達成に貢献できるよう取り組みます。

●補助対象者／単独処理浄化槽またはくみ取り便所から合併処理浄化槽へ転換する人（新築は対象外）
　※	市民税などの滞納がある人、別荘として利用する人、または補助金の交付決定通知を受ける前に
工事に着手した人などは、補助金の交付対象になりません。

●補助対象建物／住宅（店舗などと併用する場合は、処理対象人員が10人以下のもの）
●補助金額　※拡充しました！
　設置に係る費用（上限）
　　　 5人槽：３３万２千円
　　 新  6 ～７人槽：４１万４千円
　　 新  8 ～ 10人槽：５４万８千円
　 新  単独処理浄化槽の撤去費用：上限１８万円
　 新  くみ取り便所の撤去費用：上限１０万円
　 新  宅内配管工事費：上限３０万円　
※	宅内配管工事費については、建替えや増築など
の場合、対象外となることがあるためご相談くだ
さい。
　（例）	単独浄化槽から合併処理浄化槽5人槽への
	 転換の場合
	 332,000円＋180,000円＋300,000円　＝　最大812,000円を補助します。
	 ただし、予算がなくなり次第終了します。
●申請期限
　令和５年１月３１日（火）
　◎	詳しいことについては、環境保全課（☎３３－１０５３）にお問い合わせいただくか、市のホーム
ページをご覧ください。

合併処理浄化槽の設置費用を補助します！

合併処理浄化槽とは？
　し尿と生活排水（台所・風呂・洗濯などに使
用した水）をまとめて処理する浄化槽（下図参照）

浄化槽の水質検査（法定検査）の受検は義務付けられています
　皆さんが使用し管理されている浄化槽は、毎日の生活から出る汚水を浄化し、きれいな水にして放
流するための装置です。放流された水は、道路側溝や水路などを経て、川や沼・海に流れていきます。
　これらの公共用水域の水質を保全するためには、浄化槽を正しく設置し、維持管理することが大変
重要です。このため、浄化槽法では、浄化槽の設置工事や保守点検・清掃が適正に行われ、浄化槽が
正常な機能を発揮しているかどうかを公的に検査することを規定し、浄化槽を管理する方に対して、
知事が指定する機関による「設置後の検査（7条検査）」と「毎年1回の定期検査（11条検査）」（総称して「法
定検査」）を受けることを義務付けています。
　浄化槽にとって、保守点検・清掃は日常の健康管理、法定検査は健康診断に当たるものです。
　法定検査の趣旨や重要性をご理解の上、必ず受検していただきますようお願いします。
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新
た
な
仕
事
と
雇
用

創
出
支
援
事
業　

　
事
業
所
の
新
築
、
改
修
、
備
品
購
入
、
事

業
所
の
賃
借
等
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

建
物
・
設
備
費
へ
の
補
助

①
起
業
家
支
援
事
業

　
市
内
で
起
業
し
よ
う
と
す
る
場
合

対
象
者　
起
業
の
日
か
ら
３
年
を
経
過
し
な

い
個
人
、
法
人

補
助
金
額　
最
大
１
０
０
万
円

★	

子
育
て
世
帯
ま
た
は
39
歳
以
下
の
方
は

20
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

★	

安
房
郡
市
外
か
ら
移
住
す
る
子
育
て
世

帯
は
50
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

②
市
内
進
出
支
援
事
業

　
安
房
郡
市
外
か
ら
の
市
内
進
出
に
あ
た
り

事
業
所
を
設
置
す
る
場
合

対
象
者　
安
房
郡
市
外
に
本
社
等
が
あ
り
、

市
内
に
初
め
て
事
業
所
を
設
立
す
る
個
人
、

法
人

補
助
金
額　
最
大
２
０
０
万
円

③
新
分
野
参
入
支
援
事
業

　
今
ま
で
の
事
業
か
ら
新
し
い
事
業
へ
転
換

す
る
場
合

中
小
企
業
人
材
育
成

事
業
補
助
金

業｣｢

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業｣｢

生
活
関

連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業｣

〇
上
記
④
の
対
象
と
な
る
業
種

　

｢

不
動
産
、
物
品
賃
貸
業
の
う
ち
宿
泊｣

〇
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

・	

事
業
所
の
新
築
、
改
修
、
取
得
に
か
か
る

経
費

・	

事
業
所
な
ど
の
開
設
に
係
る
設
備
・
備
品

購
入
費
な
ど(

消
耗
品
費
お
よ
び
税
の
性

質
を
有
す
る
も
の
を
除
く)

・
事
業
所
な
ど
の
賃
借
料

〇
補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
30
％
以
内
の
額

雇
用
補
助

⑥
雇
用
創
出
支
援
事
業

　

上
記
①
～
⑤
の
事
業
を
実
施
し
た
事
業

者
が
新
規
雇
用
ま
た
は
配
置
転
換
に
よ
り
市

内
に
住
所
を
有
す
る
従
業
員
を
１
年
以
上
雇

用
し
た
場
合

補
助
金
額　
最
大
３
０
０
万
円(

従
業
員
１

人
あ
た
り
60
万
円
：
最
大
５
名
ま
で)

注
意
事
項

　

補
助
金
交
付
申
請
は
必
ず
着
手
前
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

	

　
商
工
課　
☎
33
―
１
０
９
２

　
市
内
の
中
小
企
業
者
が
、
技
術
力
や
経
営

力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
行
う
研
修
受
講
お

よ
び
資
格
取
得
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者(

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

中
小
企
業
者)

・	

中
小
企
業
基
本
法（
昭
和
３
８
年
法
律
第

１
５
４
号
）　

第
２
条
第
１
項
に
規
定
す

る
中
小
企
業
者

・	

日
本
標
準
産
業
分
類
の
う
ち
指
定
の
業
種

で
あ
る
こ
と

・	

市
内
に
本
社
・
本
店
を
置
き
、
継
続
し
て

１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費　

　

人
材
育
成
事
業
計
画
に
基
づ
き
補
助
対

象
者
が
費
用
負
担
す
る
研
修
の
受
講
料
、

資
格
取
得
の
た
め
の
検
定
料

※	

事
業
は
年
度
内
に
完
了
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

※	

交
通
費
・
宿
泊
費
・
消
費
税
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

補
助
率
お
よ
び
補
助
金
額

・
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

・	

１
事
業
者
に
つ
き
年
間
20
万
円
を
上
限
と

す
る

　
商
工
課　
☎
33
―
１
０
９
２

頑
張
る
人
・
企
業
を
応
援
し
ま
す

頑
張
る
人
・
企
業
を
応
援
し
ま
す

対
象
者　
市
内
に
本
社
等
を
置
く
事
業
者

補
助
金
額　
最
大
１
０
０
万
円

★	

市
内
の
農
水
産
物
を
活
用
す
る
場
合
は

20
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

④
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
対
応
支
援
事
業

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
対
応
す
る
設
備

投
資
を
す
る
場
合

対
象
者　
市
内
の
宿
泊
事
業
者
、
不
動
産

事
業
者(

細
分
類
が｢

貸
事
務
所
業
、
貸
会
議

室
業｣
の
も
の
に
限
る
。
ま
た
、
市
観
光
協

会
が
運
営
す
る｢

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ

南
房
総｣
へ
の
登
録
が
条
件)

補
助
金
額　
最
大
１
０
０
万
円

⑤
事
業
高
度
化
支
援
事
業

　

建
物
や
設
備
な
ど
の
施
設
環
境
を
整
備

す
る
場
合

対
象
者　
起
業
の
日
か
ら
３
年
以
上
経
過
し

て
い
る
個
人
、
法
人

補
助
金
額　
最
大
１
０
０
万
円

※	

経
年
劣
化
に
よ
る
建
物
や
設
備
の
修
繕
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
新
設
や
改
修
、
新

た
な
設
備
、
備
品
の
購
入
に
よ
り
生
産
性

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
も
の
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

〇
上
記
①
②
③
⑤
の
対
象
と
な
る
業
種

　

｢

製
造
業｣｢

情
報
通
信
業｣｢

卸
売
業
、
小

売
業｣｢

学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
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主
な
要
件

⑴	

中
小
企
業
者(

中
小
企
業
基
本
法
に
基
づ

く
法
人
又
は
個
人)

等

※	

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
含
む

※
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
除
く

⑵	

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者(

市
内

に
本
社
・
本
店
等
が
あ
る
事
業
者)

※	

市
外
に
本
社
、
本
店
等
の
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
市
内
に

事
業
所
お
よ
び
市
内
雇
用
者
を
有
す
る
事

業
者
に
あ
っ
て
は
市
内
事
業
者
と
み
な
し

ま
す
。

⑶	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
市
内
事
業
所
に
お
け
る
令
和
４
年

２
月
お
よ
び
３
月
の
２
か
月
間
の
売
上
げ

の
合
計
が
、
平
成
31
年
２
月
お
よ
び
３
月

の
売
上
げ
の
合
計
に
比
し
て
、
20
％
以
上

減
少
し
て
い
る
こ
と
。

⑷
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑸	

現
に
事
業
を
営
み
、
今
後
も
同
事
業
を
継

続
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

※	

そ
の
他
要
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
商
工
課

も
し
く
は
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

交
付
金
額　

	

最
大
１
０
０
万
円(

１
事
業
者

に
つ
き
１
回)

申
込
受
付
期
限　
５
月
31
日(

火)

必
着

申
込
方
法

　

提
出
は
郵
送
を
原
則
と
し
ま
す
。
ま
た
、

申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

な
い
場
合
は
お
近
く
の
地
域
セ
ン
タ
ー
で
入

手
で
き
ま
す
。

受
付
窓
口

・	

南
房
総
市
内
房
商
工
会(

富
山
・
富
浦
・
三

芳
地
区
の
事
業
者
の
方)

　
〒
２
９
９
―
２
４
０
３

　
南
房
総
市
富
浦
町
原
岡
９
１
８

　
☎
33
―
２
２
５
７

・	

南
房
総
市
朝
夷
商
工
会(

白
浜
・
千
倉
・

丸
山
・
和
田
地
区
の
事
業
者
の
方)

　
〒
２
９
５
―
０
０
０
４　

　
南
房
総
市
千
倉
町
瀬
戸
２
２
９
４

　
☎
44
―
１
３
３
１

　
商
工
課

　
　
☎
33
―
１
０
９
２

　
起
業
や
再
就
職
を
目
指
す
方
が
、
技
術
や

知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
に
就
学
す
る
場
合

や
、
国
家
資
格
取
得
の
た
め
の
教
育
を
受
け

る
場
合
に
奨
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
対
象
者(

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方)

・
市
民
お
よ
び
市
民
の
子
ま
た
は
兄
弟
姉
妹

・	

貸
付
日
に
お
い
て
25
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方※	

雇
用
主
の
都
合
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
方
、

ま
た
は
児
童
扶
養
手
当
第
４
条
の
支
給
要

件
に
該
当
す
る
方
は
、
要
件
が
緩
和
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・	

将
来
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
就
職

し
、
ま
た
は
本
市
に
お
い
て
起
業
し
よ
う

と
す
る
方

・
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
方
ま
た
は
国
家
資

格(

自
動
車
運
転
免
許
を
除
く)

取
得
に
必
要

な
教
育
を
受
け
る
方

貸
付
額
お
よ
び
貸
付
期
間

　
月
額
６
万
円
以
内(

１
万
円
単
位)

　
最
短
３
か
月
か
ら
最
長
３
年
ま
で

貸
付
対
象
経
費

　

修
学
・
国
家
資
格
取
得
に
必
要
な
修
学

に
係
る
経
費(

入
学
金
、
学
費
、
教
材
費
、

交
通
費)

返
還
の
期
間

　
貸
付
期
間
の
倍
の
期
間
ま
で

返
還
が
免
除
に
な
る
場
合

【
全
額
】

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
取
得
し
た
資

格
を
活
か
し
て
市
内
で
起
業
し
、
継
続
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
た
期
間
が
１
年
に
達
し
た

と
き

【
半
額
】

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
取
得
し
た
資

格
を
活
か
し
て
就
業
し
、
継
続
し
て
就
業
し

た
期
間
が
貸
付
期
間
に
達
し
た
と
き

連
帯
保
証
人　
１
人

貸
付
申
請

　
申
請
前
に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
商
工
課

　
　
☎
33
―
１
０
９
２

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学

資
金　
　

申
請
期
限
は
５
月
31
日（
火
）ま
で

南
房
総
市
地
域
商
工
業
等
経
営
活
力
創
出
支
援
金

（
２
月
お
よ
び
３
月
対
象
）
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農
林
水
産
物
利
用
促
進

事
業
補
助
金

　

市
内
産
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
３
つ
の
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

商
品
開
発
補
助　
要
Ｍ
Ｂ
Ｃ
会
員
資
格

　

市
内
産
農
林
水
産
物
を
原
材
料
に
、
農

林
漁
業
者
と
加
工
や
販
売
を
行
う
事
業
者

と
が
連
携
し
て
商
品
開
発
を
行
う
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
費
20
万
円
以
上
の
場
合
に
定
額

20
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

生
産
確
立（
契
約
栽
培
）補
助　
要
Ｍ
Ｂ
Ｃ

会
員
資
格

　
認
定
農
業
者（
認
定
就
農
者
）が
加
工
や
販

売
を
行
う
事
業
者（
農
業
協
同
組
合
、
農
産

物
等
直
売
所
運
営
団
体
は
除
き
ま
す
）と
１

年
間
以
上
の
農
産
物
の
売
買
契
約
を
締
結

し
、
そ
の
農
産
物
の
栽
培
を
行
う
事
業
に
つ

い
て
、
次
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

⑴	

既
存
栽
培
面
積
の
増
加（
10
ア
ー
ル
当
た

り
）　
▼
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
の

額（
施
設
栽
培
：
上
限
13
万
円
、
露
地
栽

培
：
上
限
４
万
円
）

地
域
資
源
・
環
境
保
全
・

バ
イ
オ
マ
ス
補
助
金
制
度

⑵	

新
規
栽
培
面
積
の
増
加（
10
ア
ー
ル
当
た

り
）　
▼
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の

額（
施
設
栽
培
：
上
限
20
万
円
、
露
地
栽

培
：
上
限
６
万
円
）

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
補
助

　
週
５
日
以
上
販
売
員
を
有
し
て
営
業
し
て

い
る
農
林
水
産
物
直
売
所
が
行
う
イ
ベ
ン

ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、
補
助
対
象

経
費
の
３
分
の
２
の
額（
上
限
24
万
円
）を
助

成
し
ま
す
。

堆
肥
利
用
促
進
費
補
助
金

　
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
移
行
を
促
進
す
る

た
め
、
市
で
公
表
し
て
い
る
堆
肥
生
産
者
の

堆
肥
の
購
入
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

バ
ラ
売
り
堆
肥

補
助
対
象
経
費　
堆
肥
購
入
費
、
運
搬
委

託
費
、
散
布
委
託
費

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
の
額

（
上
限
１
ト
ン
当
た
り
４
千
円
）

袋
売
り
堆
肥

補
助
対
象
経
費　
堆
肥
購
入
費

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額

（
上
限
１
袋
当
た
り
３
０
０
円
）

対
象
者（
次
の
①
②
の
両
方
を
満
た
す
人
）

①	

市
民
ま
た
は
市
内
の
農
地
所
有
者
が
耕
作

す
る
農
地
で
使
用
す
る
た
め
堆
肥
生
産
者

の
堆
肥
を
購
入
す
る
人

②	

堆
肥
を
購
入
す
る
日
以
前
３
か
月
以
内

に
、
堆
肥
を
散
布
す
る
農
地（
地
番
ご
と
）

の
土
壌
診
断
を
実
施
し
、
診
断
結
果
の
通

知
を
受
領
し
て
い
る
人

住
宅
等
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖

房
機
等
設
置
費
等
補
助
金

　
化
石
燃
料
の
使
用
を
抑
制
し
、
薪ま
き
な
ど
の

地
域
の
森
林
資
源
の
効
率
的
利
用
を
進
め
、

災
害
時
に
暖
を
取
る
器
具
と
し
て
の
活
用
を

図
る
た
め
、
住
宅
な
ど
で
使
用
す
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
暖
房
機（
薪
ス
ト
ー
ブ
）な
ど
の
購

入
費
や
設
置
費
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額

（
上
限
20
万
円
）

住
宅
等　
住
宅（
集
合
住
宅
を
除
く
）、
店

舗
、
作
業
場
、
事
務
所
、
事
業
用
施
設
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
施
設

対
象
者　
暖
房
機
な
ど
を
設
置
す
る
建
物

が
市
内
に
あ
り
、
そ
の
建
物
の
市
内
所
有
者

ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
施
設
の
管
理
者

施
設
園
芸
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
暖
房
機
等
設
置
費
等
補

助
金

　

施
設
園
芸
農
家
の
経
営
基
盤
の
安
定
化

と
森
林
資
源
の
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
図
る
た
め
、
施
設
園
芸
で
使
用
す
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
暖
房
機（
薪
ス
ト
ー
ブ
）な
ど
の

購
入
費
や
設
置
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
８
の

額（
上
限
60
万
円
）

対
象
者　
市
内
で
施
設
園
芸
を
行
う
市
内

事
業
者木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
費

補
助
金

　

化
石
燃
料
の
使
用
を
抑
制
し
、
間
伐
材

な
ど
の
地
域
材
を
利
用
し
た
薪
な
ど
の
燃
料

と
し
て
の
使
用
拡
大
を
図
る
た
め
、
薪
な
ど

の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
額　
薪
な
ど
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

５
千
円（
５
千
円
に
満
た
な
い
場
合
は
実
費

相
当
額
）

対
象
者　
自
ら
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
た

め
、
市
内
で
薪
な
ど
の
販
売
者
か
ら
立
法

メ
ー
ト
ル
単
位
で
薪
な
ど
を
購
入
し
た
市

民
、
法
人
、
団
体

問　
地
域
資
源
再
生
課　
☎
33 

― 

１
０
７
３
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長
）

▽
地
域
資
源
再
生
課
長　
小
谷　
徹
（
市
民

生
活
部
市
民
課
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
商
工
観
光
部

▽
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　
中
村　
学

（
総
務
部
管
財
契
約
課
長
）

▼
建
設
環
境
部

▽
環
境
保
全
課
長　
山
口
和
久
（
農
林
水
産

部
農
林
水
産
課
地
域
資
源
再
生
室
長
）

▽
環
境
保
全
課
千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

白
浜
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長　
松
本
省
吾
（
教

育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
図
書
館
長
）

▼
会
計
管
理
者

▽
会
計
管
理
者

会
計
課
長　

小
髙　

仁

（
市
民
生
活
部
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局

▽
監
査
委
員
事
務
局
長　
小
池
照
利
（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長　
佐
野
章
人
（
農

業
委
員
会
事
務
局
副
主
幹

係
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
課
長　
黒
川

秀
和（
総
務
部
管
財
契
約
課
長
補
佐

係
長
）

▽
子
ど
も
教
育
課
主
任
指
導
主
事　
水
島
清

浩
（
千
葉
県
）

�

職
員
人
事
異
動
（
部
長
・
課
長
職
）

　
　
　
４
月
１
日
付
（　
）
内
は
異
動
前

【
部
長
職
】

▽
総
務
部
長　
髙
梨
真
一
（
総
務
部
企
画
財

政
課
長
）

▽
保
健
福
祉
部
長

福
祉
事
務
所
長　
相
川

寿
夫
（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）

▽
市
民
生
活
部
長　
西
田
勝
幸
（
総
務
部
総

務
課
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

長
）

▽
農
林
水
産
部
長　
小
野
恵
二
（
農
林
水
産

部
農
林
水
産
課
長
）

▽
商
工
観
光
部
長　
石
井
克
仁
（
商
工
観
光

部
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
）

▽
建
設
環
境
部
長　
中
山
泰
広
（
建
設
環
境

部
環
境
保
全
課
長
）

▽
水
道
局
長　
眞
田
裕
之
（
水
道
局
長
）

▽
議
会
事
務
局
長　
青
木
勝
也
（
監
査
委
員

事
務
局
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

▽
総
務
課
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書

記
長　
座
間
好
雄
（
市
民
生
活
部
消
防
防
災

課
長
）

▽
企
画
財
政
課
長　
小
澤
幹
夫
（
市
民
生
活

部
市
民
課
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

事
務
局
書
記
長
）

▽
管
財
契
約
課
長　
永
井
克
幸
（
建
設
環
境

部
建
設
課
国
土
調
査
室
長

係
長
）

▼
保
健
福
祉
部

▽
社
会
福
祉
課
長　
岩
浪
正
和
（
保
健
福
祉

部
健
康
支
援
課
長
）

▽
高
齢
者
支
援
課
長　
小
林
幸
浩
（
市
民
生

活
部
市
民
課
三
芳
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
健
康
推
進
課
長　
平
嶋　
太
（
市
民
生
活

部
市
民
課
和
田
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

事
務
局
書
記
長　
平
井
雅
也
（
市
民
生
活
部

市
民
課
丸
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
税
務
課
長　
杉
田
修
一
（
市
民
生
活
部
市

民
課
富
山
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
消
防
防
災
課
長　
根
形
貴
洋
（
市
民
生
活

部
消
防
防
災
課
長
補
佐
）

▽
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
所
長　
實
方
俊
之

（
保
健
福
祉
部
健
康
支
援
課
長
補
佐
）

▼
農
林
水
産
部

▽
農
林
水
産
課
長　
石
川
和
也
（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
総
務
課
学
校
再
編
整
備
室

南
房
総
市
職
員
人
事
異
動

南
房
総
市
職
員
人
事
異
動

■
３
月
31
日
付
退
職
者
（
部
長
・
課
長
職
）

【
部
長
職
】

▽
朝
倉
和
利（
総
務
部
長
）

▽
内
藤
一
浩（
保
健
福
祉
部
長

福
祉
事
務

所
長
）

▽
奥
澤
基
一（
市
民
生
活
部
長
）

▽
渡
邊
昭
彦（
農
林
水
産
部
長
）

▽
福
原
正
和（
商
工
観
光
部
長
）

▽
川
名
勝
德（
建
設
環
境
部
長
）

▽
石
井
喜
弘（
議
会
事
務
局
長
）

【
課
長
職
】

▽
水
島
二
美（
保
健
福
祉
部
健
康
支
援
課
保

健
予
防
室
長
）

▽
三
嶋
幸
子（
市
民
生
活
部
税
務
課
長
）

▽
鈴
木
一
範（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
千

倉
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

白
浜
清
掃
セ
ン

タ
ー
所
長
）

▽
斉
藤
和
幸（
会
計
管
理
者

会
計
課
長
）
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岩
井
の
高
崎
に
、
真
言
宗
智
山
派
の
名
刹
、
医い
お
う
さ
ん

王
山
寿
薬
寺
が
あ
り
ま
す
。

本
尊
は
薬
師
如
来
で
す
。

　
仏
教
伝
説
に
よ
り
ま
す
と
、
薬
師
如
来
は
、
ま
だ
修
行
中
に
人
々
の
病
気

を
治
し
、
願
い
事
を
叶
え
て
仏
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
中
国
や
我
が

国
で
は
古
来
よ
り
、
薬
師
信
仰
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
の
で
、

こ
の
寺
の「
寿
薬
」と
い
う
名
に
は
、
何
か
そ
の
よ
う
な
意
味
を
ふ
く
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
境
内
に
は
桃
山
時
代
に
創
建
さ
れ
た
六
角
堂
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
こ
の
堂

に
薬
師
如
来
座
像
を
奉
安
し
、
岩
井
神
社
の
奥
の
院
と
し
て
、
人
々
が
尊
崇

し
た
と
言
い
ま
す
が
、
現
在
の
堂
は
毘
沙
門
天
・
大
黒
天
・
不
動
明
王
な
ど

を
安
置
し
、
祈
祷
道
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
台
に
あ
る
寿
薬
寺
の
墓
地
に

は
、
室む
ろ
お生
犀さ
い
せ
い


星
の
筆
に
よ
る
百も
も
た
そ
う
じ



田
宗
治（「
ど
こ
か
で
春
が
」を
代
表
作
と
す
る

詩
人
で
文
学
者
。
没
一
九
五
五
年
）の

墓
石
と
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
歌
碑「
ど
こ
か
で
春
が
」

　
　
ど
こ
か
で
春
が
生
ま
れ
て
る

　
　
ど
こ
か
で
水
が
　
流
れ
出
す

　
　
ど
こ
か
で
雲
雀
が
鳴
い
て
い
る

　
　
ど
こ
か
で
芽
の
出
る
音
が
す
る

「高崎の寿
じゅやくじ�
薬寺」

第 191話
生
いくいな
稲謹
きん
爾
じ

住
民
税
非
課
税
世
帯
向
け
給
付

対
象
者　
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
世
帯
主（
世
帯
全
員
が
、
別
世
帯
の
住

民
税
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

基
準
日　
令
和
３
年
12
月
10
日（
基
準
日
時

点
の
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯
で
判
定
し
ま

す
）

申
請
方
法　
送
付
さ
れ
た
確
認
書
を
申
請
期

限
ま
で
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。
特
別
定
額

給
付
金
申
請
時
の
登
録
口
座
と
違
う
口
座
に

振
込
を
希
望
す
る
人
は
必
要
書
類（
本
人
確

認
書
類
、
口
座
が
わ
か
る
通
帳
の
写
し
な

ど
）を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
確
認
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
発

行
日
か
ら
３
カ
月
以
内（
令
和
４
年
２
月
１

日
付
の
確
認
書
の
提
出
期
限
は
令
和
４
年
５

月
２
日
）

　
市
民
課　
☎
33	

―	

１
０
０
４

家
計
急
変
世
帯
向
け
給
付

対
象
者　
令
和
３
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が

課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
令
和
３
年

１
月
以
降
の
家
計
が
急
変
し
、
住
民
税
均
等

割
の
非
課
税
相
当
と
見
な
さ
れ
る
世
帯
の
世

帯
主

申
請
方
法　
該
当
す
る
世
帯
の
方
は
社
会
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類（
本
人
確
認

書
類
、
口
座
が
わ
か
る
通
帳
の
写
し
、
収
入

が
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
な
ど
）を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
計
急
変
の
目
安

◦
単
身
者
ま
た
は
扶
養
者
が
い
な
い
方

　
▼
93
万
円

◦
夫
婦（
配
偶
者
を
扶
養
）

　
▼
１
３
７
万
８
千
円

◦
夫
婦
子
１
人（
配
偶
者
と
子
を
扶
養
）

　
▼
１
６
８
万
３
千
円

※	

金
額
は
給
与
収
入
額
で
す
。
所
得
額
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で

　
社
会
福
祉
課　
☎
36	

―	

１
１
５
１

申請期限
に注意！

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

臨
時
特
別
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面

し
た
方
々
に
対
し
、
速
や
か
に
生
活
・
暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
に
対
し
て
、
一
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
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有料広告有料広告

　オーストラリアのメルボルンは賑やかな都市で、いつでも文化や食べ物などのフェスティバルが開催さ
れています。メルボルンにいたとき、いろいろなフェスティバルに参加しました。私は試したことがない
ことを絶対試してみるような人間なので、フェスティバルでポーランドのピエロギやウクライナのボルシ
チなど、毎週おいしいものを食べたり、いろいろな事や文化について学んだりしました。
　ある日、私はあるサステイナビリティをテーマとしたフェスティバルに参加しました。ヤラ川に沿って
並ぶテントのほか、三輪自転車の移動式のお店がありました。看板に英語で「自家製コンブチャ」と書か
れてありました。メルボルンは、他国の料理を受け入れることや創作料理を作ることが有名なことで知
られています。もしかして、昆布茶を日本人ではない人にも受け入れやすいように作ったのだろうかと思
い、試しに買いました。実は、当時の私は「昆布茶」も飲んだことがなくて、だしのような味がすると勝手
に想像しました。
　栓を開けたとたん、酸っぱいにおいが鼻を刺して、一口目は炭酸や酸っぱさで目から涙が出そうでし
た。最初は「いやだ、飲みたくない（泣）」と強く思いましたが、もったいないと思う気持ちで一口一口少し
ずつ飲んでいったら、味に慣れてきて、夏の暑さにピッタリだなと思ってきました。
　外国でメニューに「コンブチャ」を見かけたら、昆布ではなく、スコビーという菌とイーストの培養でで
きた発酵ドリンクかもしれません。

　Melbourne	is	a	lively	Australian	city	and	there	are	many	festivals	on	food,	culture,	and	other	
themes	going	on	at	any	time.	I	attended	many	such	festivals	when	I	was	there.	I	like	to	try	things	
that	I	have	never	tried	and	learnt	about	other	cultures	and	ate	a	lot	foods	I	had	never	had,	such	
as	Polish	pierogi	and	Ukrainian	borscht,	at	these	festivals.
　One	day,	at	a	sustainability	festival,	I	saw	a	trishaw	food	cart	amidst	the	tents	lining	the	Yarra	
River	with	a	handwritten	sign	saying	“Homemade	kombucha”.	Melbourne	is	well-known	for	
accepting	food	from	foreign	cultures	and	fusion	cuisine.	I	thought	that	perhaps	this	was	made	
to	cater	to	non-Japanese	taste	buds	and	bought	a	bottle	to	try.	To	be	honest,	I	had	never	had	
kombucha	and	thought	that	it	would	tasted	like	soup	stock.
　The	moment	I	popped	off	the	crown	cap,	a	pungent	acidic	smell	hit	my	nose	and	the	fizzy	
and	sour	first	sip	brought	tears	to	my	eyes.	I	thought,	“I	don't	wanna	drink	this	anymore	（cries）.”	
But	thinking	about	how	it	would	be	a	waste,	I	sipped	it	bit	by	bit.	By	the	end,	I	had	gotten	used	
to	the	taste	and	felt	that	it	would	be	perfect	for	a	hot	summer's	day.
　If	you	see	ever	“kombucha”	on	a	menu	overseas,	it	may	be	that	fermented	drink	made,	not	
from	kombu	kelp,	but	from	a	bacteria-yeast	culture	they	call	SCOBY.

コンブチャ

16チーさな島国より…チーさな島国より… 南房総市国際交流員
文・訳　チー・エンジャ

Kombucha
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有料広告有料広告

今月の掲示板今月の掲示板今月の掲示板今月の掲示板　防火管理者の資格を取得したい人を対象に講習会
を開催します。
と　き／令和４年６月16日(木)・17日(金)の２日間
ところ／館山市コミュニティセンター(第１集会室)
定　員／７５人　　受講料／８，０００円
申込期間／１次募集：４月19日(火)～４月26日(火)
　　　　		２次募集：５月14日(土)～５月15日(日)
申込方法／(一財)日本防火・防災協会へ受講申込書
をファクス(受付時間／平日９:00～16:00)またはイ
ンターネットからの申し込み
※	申込書は	(一財)日本防火・防災協会のホームペー
ジからダウンロードできます。
※	１次募集で残席が出た場合のみ２次募集をしま
す。２次募集はインターネットでの申し込みに限
ります。また、支払いはクレジット決済のみです。

　 　(一財)日本防火・防災協会
　　　☎０３―６２６３－９９０３
　　　 ０３―６２７４－６９７７
　　　 	https://www.bouka-bousai.jp/
　　　(一社)千葉県消防設備協会　
　　　☎０４３－３０６－３８７１

掲載の催しは、新型コロナウイルス
感染拡大防止などのため、中止とな
る場合があります。

　消防団第６支団（丸山地区）は、５個分団で運用を
していましたが、令和４年４月１日から第６支団第５
分団を廃止し、４個分団に再編しました。
　再編後の管轄区域は、次のとおりです。
第１分団：変更なし
第２分団：変更なし
第３分団：加茂、沓見、安馬谷（大沼、和田）、峰、
久保（真野区）
第４分団：古川、岩糸、西原、小戸、安馬谷（古川、
新田、下川、芳賀）、白子（仲原区、三嶋区）
　丸山地域センター（第６支団事務局）

	 ☎４６－３１１１
	 消防防災課
	 ☎３３－１０５２

　トラクターなどの農耕車両で田畑から道路に出る
際は、土や泥を落としてください。落ちた泥は、歩
行者の通行の妨げとなるなど交通事故の原因とな
るため大変危険です。落としてしまった場合は、ス
コップで取り除くなど道路の清掃をお願いします。
　また、トラクターが公道を走行する場合は、灯火
器類の設置などが必要です。
　農林水産課　☎３３－１０７１

農
業
道路に泥を落とさないよう注意しましょう
農業機械作業の安全対策

資
格
防火管理業務を計画的に行う責任者
甲種防火管理新規講習会

消
防
南房総市消防団第６支団(丸山地区)
５個分団から４個分団に再編します

　市植物防疫協会では水稲空中防除の申し込みを、
４月22日(金)まで受け付けています。
申込方法／｢令和４年度水稲空中防除実施申込書｣
を農林水産課または各地域センターに提出してくだ
さい。
　申込書は昨年度申込者に郵送します。昨年申し込
みをしていない人については問い合わせ先までご連
絡ください。
　市植物防疫協会（農林水産課内）

　　☎３３―１０７１

農
業
申込期限４月22日(金)
水稲空中防除申込受付中
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　市の建設工事、測量・コンサルタント、物品の
購入、業務委託の入札に参加するには、「南房総市
入札参加業者資格者名簿」に登載されていること
が必要です。市の入札に参加を希望する方は、随
時申請の手続きをしてください。
申請方法
　「ちば電子調達システム」から電子申請を行い、
添付書類を添えて申請書を千葉県電子自治体共同
運営協議会の共同受付窓口へ送付します。
　申請方法などについて詳しくは、「ちば電子調達
システム」ホームページに掲載されているマニュア
ルをご覧ください。
書類提出先　
〒２６０－０８５５
千葉市中央区市場町１番１号　
千葉県庁南庁舎２階	
千葉県電子自治体共同運営協議会（共同受付窓口）

名簿有効期間
　名簿登載日から令和６年３月31日まで
　管財契約課　☎３３－１０２２

入
札
令和４・５年度
入札参加資格審査申請（随時申請）

有料広告有料広告

申請受付期間 名簿登載予定日
令和４年４月18日～令和４年５月16日 令和４年７月１日

令和４年５月17日～令和４年６月15日 令和４年８月１日

令和４年６月16日～令和４年７月15日 令和４年９月１日

令和４年７月19日～令和４年８月15日 令和４年10月１日

令和４年８月16日～令和４年９月15日 令和４年11月１日

令和４年９月16日～令和４年10月17日 令和４年12月１日

令和４年10月18日～令和４年11月15日 令和５年１月１日

令和４年11月16日～令和４年12月15日 令和５年２月１日

令和４年12月16日～令和５年１月16日 令和５年３月１日

令和５年１月17日～令和５年２月15日 令和５年４月１日

令和５年２月16日～令和５年３月15日 令和５年５月１日

令和５年３月16日～令和５年３月31日 令和５年６月１日

　「介護職員初任者研修」が開催されます。働きなが
ら受講しやすい通信制（15日間は対面授業）です。
と　き／６月１日（水）～８月25日（木）
ところ／医療法人社団慶勝会管理部２階研修室　
　　　		（館山市沼１５９９番地１、１階）
定　員／12人（４名以下の場合中止）
募集期間／４月１日（金）～27日（水）
受講料／Ａコース：０円、Ｂコース：４５０００円　
※	Ａコースは「慶勝会」または「まきの実」へ介護職と
して入職を希望する方（応募後に簡単な審査があ
ります）
応募方法／『慶勝会』ホームページ
の申込フォームからご応募ください。
　医療法人社団慶勝会　

　　☎２５－７３００

介
護
介護職の入門資格
介護職員初任者研修受講者募集中

　将来、市内の社会福祉施設などで介護福祉士と
して、勤務することを希望する人に、修学資金を貸
し付けます。
対象者／本人、配偶者または２親等以内の親族が本
市に住所を有し、かつ修学資金の貸し付けを受けよ
うとする年度の４月１日まで引き続き１年以上居住
している人で、文部科学省及び厚生労働省の指定し
た千葉県内の学校または千葉県知事の指定した養成
施設に入学決定または在学する人
貸付金額（月額）／２万円以内
貸付期間／学校または養成施設の修業期間
返還の免除／市内の社会福祉施設等において、継
続して介護福祉士の業務に従事していた期間が、貸
付期間に達した場合
　高齢者支援課　☎３６－１１５２

介
護
返還の免除制度もあります
介護福祉士修学資金貸付制度
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市指定有形文化財（建造物）市指定有形文化財（建造物）

所在地／丸本郷518-1（丸山地区）
所有者／安樂寺（天台宗）

 安 樂 寺 中 雀 門
あん らく  じ  ちゅうじゃくもん

丸
まる
氏ゆかりの寺に残る中世の門

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課�☎教育委員会生涯学習課�☎46－296346－2963
○○6868

シリーズシリーズ

　
・ 常時公開
・ トイレなし／駐車場あり

公
開

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・ 見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

　丸本郷にある安樂寺は、古代から中世にかけて丸山地区一帯を支配
していた豪族・丸氏と深い関係を持つ寺院です。寺が創建された時代
や由緒については諸説ありますが、遅くとも室町時代には、丸氏一族
の菩提寺として成立していたようです。
　境内に丸氏代々の墓と伝わるやぐら（横穴型の中世の墳墓）が残さ
れているほか、背後の山は丸氏の城であったと考えられています。
　寺の入口にある中雀門は、切

きりつま
妻造りの屋根を親

おやばしら
柱２本と控

ひかえばしら
柱４本

で支えた「四
しきゃくもん
脚門」と呼ばれる構造の門で、木材はスギとヒノキを用

いています。現在は銅板葺の屋根ですが、もとは茅葺でした。
　この門は、享

きょうとく
徳元年（1452）の建築といわれており、後世に部分

的な改修を受けた痕跡がありますが、主要な部分は当時のままと考え
られます。
　丸氏が活躍した時代の建造物であり、丸山地区に残る門としては最
も古いと思われます。

安樂寺と背後の城跡（丸城跡）

安樂寺中雀門

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

安樂寺安樂寺

掲載場所掲載場所／裏表紙４枠（カラー）・	中面４枠（２色）／裏表紙４枠（カラー）・	中面４枠（２色）
掲載枠掲載枠／縦４５ミリ×横８６ミリ／縦４５ミリ×横８６ミリ
掲載料掲載料／裏表紙	１０，４８０円／裏表紙	１０，４８０円
　　　　中　面　８，３８０円　　　　中　面　８，３８０円
　　　　（連続掲載で最大２０％の割引あり）　　　　（連続掲載で最大２０％の割引あり）
　秘書広報課　☎３３－１００２　秘書広報課　☎３３－１００２

「広報みなみぼうそう」に「広報みなみぼうそう」に
広告を掲載しませんか？広告を掲載しませんか？


